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形
成
、
年
金
等
の
有
益
な
情
報

を
提
供
す
る
な
ど
入
会
の
メ

リ
ッ
ト
を
可
視
化
し
て
い
く
。

　

本
県
教
育
界
に
お
け
る
小
学

校
の
教
員
採
用
試
験
の
低
倍

率
、
加
配
・
補
充
教
員
の
慢
性

的
な
不
足
の
問
題
に
対
し
て

は
、
本
会
と
し
て
組
織
的
に
学

校
や
教
育
委
員
会
等
を
支
援
す

る
シ
ス
テ
ム
を
提
案
し
た
い
。

　

現
在
、
東
北
地
区
退
職
校
長

会
協
議
会
会
長
と
全
国
連
合
退

職
校
長
会
副
会
長
と
し
て
、
文

部
科
学
省
を
訪
問
し
、
堀
野
晶

三
教
育
基
盤
審
議
官
に
復
興
予

算
の
継
続
、
教
育
予
算
の
拡
大
、

教
員
の
処
遇
や
教
育
環
境
の
改

善
な
ど
を
直
接
訴
え
て
き
た
。

　

本
日
、
こ
の
大
会
で
は
、
鈴

木
支
部
長
さ
ん
、
栗
林
前
支
部

長
さ
ん
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と

関
係
支
部
の
協
力
・
支
援
態
勢

の
も
と
、
東
日
本
大
震
災
時
に

被
災
し
た
小
峰
城
の
修
復
に
尽

力
さ
れ
、
熊
本
城
の
修
復
に
も

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
授
し
て
い

る
貴
重
な
ご
講
演
、
安
達
支

部
、
北
会
津
支
部
、
相
馬
支
部

の
三
名
の
先
生
方
の
専
門
性
を

活
か
し
た
体
験
発
表
、
い
ず
れ

も
楽
し
み
で
あ
る
。

　

本
日
ご
参
会
の
皆
様
方
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
、
そ
し
て
さ
ら

な
る
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上

げ
る
。（
要
旨
）

 

大
会
実
行
委
員
長
あ
い
さ
つ

�

鈴
木
　
且
雪

　　

本
日
は
、
県
内
各
支
部
か
ら

た
く
さ
ん
の
会
員
の
皆
さ
ん
に

参
加
い
た
だ
き
、
心
か
ら
歓
迎

と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

　

本
日
を
迎
え
る
ま
で
、
県
の

福
士
会
長
は
じ
め
、
県
中
南
各

支
部
更
に
は
、
昨
年
度
の
会
津

大
会
の
実
行
委
員
の
皆
様
か
ら

多
大
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
感
謝
に
耐
え
な
い
。

　

役
員
の
な
り
手
不
足
な
ど
の

現
状
か
ら
、
支
部
運
営
は
非
常

に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
中
、
県
大
会
を
開
催
す

る
こ
と
に
な
り
、
実
行
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
会
議
を
重
ね
た

こ
と
に
よ
り
、
支
部
会
員
同
士

の
結
び
つ
き
が
強
ま
り
、
組
織

の
必
要
性
や
運
営
へ
の
関
わ
り

方
を
改
め
て
見
直
す
重
要
な
機

会
と
な
っ
た
。

　

持
続
可
能
な
地
域
を
担
う
子

ど
も
た
ち
を
育
成
す
る
こ
と

は
、
我
々
に
と
っ
て
も
重
要
な

役
目
で
あ
る
と
考
え
、
大
会
宣

言
の
一
項
に
盛
り
込
ん
だ
。

　

今
大
会
の
講
演
や
体
験
発
表

か
ら
、
少
し
で
も
心
に
残
る
お

土
産
を
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
に
思
う
。（
要
旨
）

 
大
会
会
長
あ
い
さ
つ

�

福
士
　
寛
樹

　　

本
日
、
多
く
の
ご
来
賓
の
ご

臨
席
の
も
と
、
節
目
と
な
る
第

六
十
回
福
島
県
公
立
学
校
退
職

校
長
会
西
白
河
大
会
が
盛
大
に

開
催
で
き
る
こ
と
は
、
こ
の
上

な
い
喜
び
で
あ
る
。

　

こ
こ
数
年
、
学
校
の
統
廃
合

に
よ
る
学
校
数
の
減
、
退
職
年

齢
の
引
き
上
げ
、
さ
ら
に
は
価

値
観
の
多
様
化
な
ど
に
よ
り
、

入
会
率
が
五
十
％
を
割
り
込
ん

だ
。
多
忙
を
極
め
る
学
校
現
場

の
応
援
団
と
し
て
よ
り
よ
い
教

育
環
境
の
構
築
に
向
け
支
援
す

る
と
と
も
に
、
要
望
の
成
果
や

役
職
定
年
後
の
再
就
職
や
資
産

　

第
六
十
回
福
島
県
公
立
学
校
退
職
校
長
会
西
白
河
大
会
は
、

令
和
八
年
六
月
九
日（
火
）、
十
六
支
部
約
百
八
十
名
の
会
員
の

参
加
の
も
と
、白
河
市
の「
シ
ン
鹿
島
」に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

第
六
十
回
福
島
県
公
立
学
校
退
職
校
長
会

西
白
河
大
会

西
白
河
大
会  

開
催
開
催

西白河大会順序（10：30～15：00）
Ⅰ　開  会  式
Ⅱ　講　　　演
　　「史跡小峰城跡の地震被害から復興への姿」
� 鈴木　　功 氏
Ⅲ　昼食・懇談
Ⅳ　体 験 発 表（安達・北会津・相馬支部）
Ⅴ　大 会 宣 言
Ⅵ　閉  会  式
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小
峰
城
の
歴
史

　

小
峰
城
は
、
南
北
朝
時
代
に

結
城
親
朝
が
現
在
地
に
城
を
構

え
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
の
寛
永
四
年
に
白

河
藩
が
成
立
し
、
初
代
藩
主
と

な
っ
た
丹
羽
長
重
は
奥
州
の
押

さ
え
の
城
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
、
随
所
に
石
垣
を
多
用
し
た

近
世
城
郭
に
大
改
修
し
た
。

　

丹
羽
氏
の
後
、
徳
川
の
親

藩
・
譜
代
大
名
が
白
河
を
治
め

て
い
た
が
、
慶
応
四
年
の
戊
辰

戦
争
白
河
口
の
戦
い
に
よ
り
、

焼
失
落
城
し
た
。

東
日
本
大
震
災
で
の
被
害

　

平
成
二
十
二
年
八
月
に
小
峰

城
は
、
そ
の
価
値
が
評
価
さ
れ

国
史
跡
の
指
定
を
受
け
た
。

講
　
演

史
跡
小
峰
城
跡
の

史
跡
小
峰
城
跡
の

地
震
被
害
か
ら

地
震
被
害
か
ら

復
興
へ
の
姿

復
興
へ
の
姿

鈴
木
　
　
功 
氏

白
河
市
建
設
部
文
化
財
課

文
化
財
専
門
研
究
員

　

し
か
し
、
そ
の
七
か
月
後
の

平
成
二
十
三
年
三
月
の
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
石
垣
が
十
か
所

崩
落
す
る
被
害
に
見
舞
わ
れ

た
。
さ
ら
に
、
石
垣
の
崩
落
は

免
れ
た
も
の
の
大
き
く
変
形
し

崩
落
の
危
険
が
高
い
箇
所
も
存

在
し
た
こ
と
か
ら
、
最
終
的
に

十
七
か
所
に
つ
い
て
石
垣
の
災

害
復
旧
工
事
を
行
う
こ
と
と

な
っ
た
。

文
化
財
と
し
て
の
石
垣
修
復

　

文
化
財
と
し
て
の
災
害
復
旧

工
事
に
あ
た
り
、
以
下
の
よ
う

な
方
針
を
掲
げ
て
行
っ
た
。

①�

江
戸
時
代
の
石
垣
構
築
法

に
倣
う
。（
伝
統
工
法
）

②
修
復
過
程
を
公
開
す
る
。

　

文
化
財
石
垣
修
復
の
基
本

は
、
元
の
石
を
元
の
位
置
に
戻

す
こ
と
で
あ
る
た
め
、
崩
落
し

た
石
材
一
つ
一
つ
に
番
号
を
付

し
、
崩
落
前
の
写
真
と
照
合
し

な
が
ら
元
の
位
置
を
特
定
し

た
。
さ
ら
に
、
施
工
図
を
作
成

し
高
さ
管
理
を
徹
底
し
て
崩
落

前
の
姿
の
再
現
に
努
め
た
。
そ

の
他
、
旧
来
の
地
形
の
把
握
や

崩
落
原
因
の
究
明
な
ど
、
石
垣

修
復
の
手
順
を
構
築
し
つ
つ
実

践
し
た
。

　

こ
う
し
た
小
峰
城
で
の
取
組

は
、
文
化
財
石
垣
修
復
の
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
と
評
価
さ
れ
、
自
然

災
害
で
石
垣
崩
落
被
害
に
遭
っ

た
熊
本
城
や
丸
亀
城
な
ど
の
復

旧
に
も
活
か
さ
れ
て
い
る
。

未
来
へ

　

石
垣
修
復
を
終
え
、
現
在
は

新
た
な
小
峰
城
の
価
値
を
高

め
、
城
郭
と
し
て
の
威
容
を
整

え
る
た
め
、
清
水
門
の
復
元
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
今
年
度
完

成
予
定
な
の
で
ぜ
ひ
そ
の
姿
を

見
て
ほ
し
い
。

�

（
記
録　

大
竹　

宏
之
）

体
験
発
表
１

「
石
川
弾
正
顕
彰
会
」の

創
設
と
活
動

　
知
る
・
活
か
す
・
伝
え
る

　
ふ
る
さ
と
の
歴
史
と
誇
り

�

安
達
支
部
　
日
下
部
善
己

　　

こ
れ
は
、
私
の
来
し
方
を
振

り
返
り
つ
つ
、
先
人
と
大
地
の

多
様
な
歩
み
を
地
域
の
皆
さ
ん

と
共
に
探
る
「
ふ
る
さ
と
再
発

見
」
の
旅
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
の
伝
統
を
知
る

　

百
目
木
は
阿
武
隈
山
中
の
小

さ
な
町
だ
が
、
石
川
弾
正
と
い

う
殿
様
が
い
た
、
お
城
の
「
石

川
様
の
坪
石
」
の
周
り
を
息
を

継
が
ず
に
三
度
回
る
と
黄
金
の

鳥
が
出
る
、
安
藤
広
重
も
浮
世

絵
に
描
い
て
い
る
、
と
子
供
の

頃
に
よ
く
聞
い
た
。
本
当
か
？

石
川
氏
と
百
目
木
城
を
調
べ
る

　

鎌
倉
末
期
か
ら
奥
州
石
川
氏

支
族
が
塩
松
（
二
本
松
市
東

部
）
を
開
拓
経
営
し
生
産
基
盤

や
生
活
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し

た
。
こ
の
塩
松
石
川
氏
の
戦
国

末
期
の
当
主
が
弾
正
光
昌
で
百

目
木
城
を
政
治
拠
点
と
し
た
。

歌
川
広
重
も
村
名
主
渡
邊
半
右

衛
門
の
求
め
で
『
陸
奥
安
達
百

目
木
驛
八
景
圖
』
を
制
作
、
伝

説
の
多
く
は
史
実
で
あ
っ
た
。

「
石
川
弾
正
顕
彰
会
」
の
設
立

発
起
人
と
な
る

　

平
成
二
十
四
年
、
地
域
発
展

の
基
盤
を
築
い
た
郷
土
の
偉
人

を
次
世
代
に
伝
え
る
た
め
に
同

士
と
共
に
石
川
弾
正
顕
彰
会
を

創
設
し
た
。
活
動
は
、
塩
松
石

川
氏
〔
石
川
弾
正
〕
顕
彰
祭

（
ふ
る
さ
と
の
名
曲
、
記
念
講

演
、
史
跡
訪
問
）、
例
会
、
登

城
路
清
掃
、
会
報
『
塩
松
東
物

語
』
刊
行
で
あ
る
。
二
本
松
市

や
市
教
委
の
後
援
を
受
け
、
岩

代
観
光
協
会
、
同
地
域
集
落
支

援
員
等
と
の
連
携
も
図
っ
て
い

る
。

新
た
な
顕
彰
事
業
に
取
り
組
む

　

さ
ら
に
、
九
十
年
前
の
『
百

目
木
小
唄
』
の
復
活
演
奏
（
大

正
琴
サ
ー
ク
ル
も
も
せ
）、
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
い
し

ダ
ン
く
ん
」
発
表
、「
百
目
木

城
跡
説
明
板
」
制
作
、
石
川
昌いしダンくん

石
垣
修
復
を
終
え
た
現
在
の
小
峰
城
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長
氏
（
弾
正
光
昌
後
裔
）
の
講

演
『
石
川
弾
正
公
と
私
』、
市

立
旭
小
学
校
の
地
域
学
習
へ
の

協
力
等
、
み
ん
な
で
温
故
知
新

を
楽
し
ん
で
い
る
。

　
「
明
日
を
拓
く
今
日
と
い
う

日
は
、
昨
日
か
ら
続
い
て
い
る

今
日
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
」
と
の
想
い
で
、
今

後
も
先
人
の
業
績
を
若
い
世
代

に
繋
ぐ
活
動
を
続
け
た
い
。

体
験
発
表
２

肉
眼
で
は
見
え
な
い

世
界
に
迫
る

�

北
会
津
支
部
　
滝
沢
　
玲
子

　　

二
十
三
種
類
に
も
な
っ
て
し

ま
っ
た
諸
活
動
の
隙
間
時
間
を

使
っ
て
、
本
当
に
や
り
た
い
こ

と
を
行
い
、
肩
の
力
を
抜
い

て
、
何
と
か
生
活
を
楽
し
ん
で

い
る
。
そ
の
一
端
を
紹
介
す
る
。

一　

顕
微
鏡
で
見
る
コ
ケ
植
物

　

鶴
ヶ
城
公
園
の
土
塁
の
エ
ゾ

ス
ナ
ゴ
ケ
を
始
め
、
コ
ケ
植
物

は
変
水
性
を
持
ち
、
地
球
上
の

い
た
る
所（
氷
中
と
海
水
以
外
）

に
生
育
で
き
、
蒴
の
中
で
で
き

る
胞
子
で
仲
間
を
増
や
す
。

　

雄
器
床
の
形
が
銭
に
似
る
ゼ

ニ
ゴ
ケ
は
、
気
室
に
よ
り
乾
燥

か
ら
守
ら
れ
、
有
性
生
殖
と
無

性
芽
に
よ
る
生
殖
を
す
る
。
庭

の
ゼ
ニ
ゴ
ケ
取
り
は
要
注
意
。

　

樹
幹
に
着
生
す
る
カ
ラ
ヤ
ス

デ
ゴ
ケ
は
、
三
種
類
の
葉
を
持

ち
乾
燥
対
策
を
し
、
胞
子
を
一

瞬
で
飛
ば
し
、
蒴
が
落
ち
る
。

　

乾
燥
し
て
い
る
鶴
ヶ
城
公
園

で
は
あ
る
が
、
五
十
三
種
類
以

上
の
コ
ケ
植
物
が
生
育
し
、
生

活
環
境
の
異
な
る
都
会
の
コ

ケ
・
人
里
の
コ
ケ
・
自
然
豊
か

な
所
の
コ
ケ
が
同
居
し
て
い
る
。

二　

双
眼
鏡
で
見
る
野
鳥

　

日
本
で
繁
殖
す
る
夏
鳥
の
サ

ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ
と
は
四
年
間
か

け
て
、
実
の
な
る
木
の
近
く
で

雄
・
雌
・
幼
鳥
を
観
察
し
た
。

　

ク
マ
タ
カ
の
ク
マ
ッ
タ
（
筆

者
の
付
け
た
愛
称
）
と
は
、
親

離
れ
の
時
か
ら
、
カ
ラ
ス
や
カ

ケ
ス
に
攻
撃
さ
れ
る
若
鳥
の

時
、
雌
と
番
に
な
っ
た
ら
し
い

時
ま
で
観
察
し
た
。
ク
マ
ッ
タ

が
ん
ば
れ
。

　

水
鳥
の
バ
ン
と
は
、
最
初
の

交
尾
、
魚
を
雌
に
運
ぶ
雄
、
卵

か
ら
孵
っ
た
幼
鳥
を
世
話
す
る

親
鳥
、
幼
鳥
の
前
で
交
尾
す
る

親
鳥
と
お
お
ら
か
と
も
言
え
る

バ
ン
の
子
育
て
を
観
察
し
た
。

三　

文
書
に
載
る
不
明
な
世
界

　

山
都
町
史
（
現
在
喜
多
方

市
）
に
「
菅
沼
湿
原
は
低
山
帯

に
あ
る
貴
重
な
湿
原
の
一
つ
で

あ
る
」「
カ
ク
マ
谷
地
湿
原
と

ト
キ
ソ
ウ
谷
地
湿
原
が
あ
る
」

と
の
記
載
は
あ
る
が
、
そ
の
場

所
は
不
明
で
あ
る
。
山
都
町
在

住
の
知
人
の
一
人
か
ら
「
か
つ

て
黒
森
山
登
山
の
帰
り
に
行
っ

た
こ
と
が
あ
る
」
と
の
情
報
を

も
ら
い
、
雨
の
中
地
図
を
頼
り

に
道
な
き
急
斜
面
を
登
り
、
怪

我
を
し
な
が
ら
も
、
二
回
の
挑

戦
で
二
つ
の
湿
地
を
見
付
け
る

こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
位
置
情

報
と
観
察
し
た
植
物
は
文
書
に

記
載
し
、
後
世
に
残
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
後
二
十
年
程
、
ま

ず
身
軽
に
な
っ
て
、
セ
ン
ス
・

オ
ブ
・
ワ
ン
ダ
ー
で
、
面
白
い
・

か
わ
い
い
・
不
思
議
だ
と
い
う

こ
と
を
撮
影
し
続
け
た
い
。

体
験
発
表
３

生
か
さ
れ
た
命
を
生
き
る

　
～
防
災
で
紡
ぐ
未
来（
い
ま
）～

�

相
馬
支
部
　
髙
橋
　
　
誠

　　

未
曾
有
の
出
来
事
で
あ
る
東

日
本
大
震
災
。
私
は
相
馬
海
浜

自
然
の
家
勤
務
時
に
遭
遇
し

た
。
そ
の
被
災
体
験
か
ら
『
生

か
さ
れ
た
命
』
と
い
う
思
い
を

強
く
抱
い
た
。

体
験
か
ら
の
「
お
も
い
」
を
紡

ぐ
防
災
へ
の
取
組

①
学
校
現
場
で

　

被
災
を
受
け
た
年
の
八
月
か

ら
学
校
現
場
に
復
帰
。
真
っ
先

に
行
っ
た
こ
と
は
、
災
害
時
の

命
に
直
結
す
る
行
動
力
を
身
に

つ
け
る
た
め
の
避
難
訓
練
の
見

直
し
。
よ
り
実
践
的
・
実
効
的

な
訓
練
を
企
画
し
、
計
画
的
・

継
続
的
に
実
践
・
指
導
を
行
っ

た
。

②
退
職
後
、
教
育
委
員
会
で

　
「
防
災
教
育
専
門
員
」
と
し

て
勤
務
。
点
か
ら
線
に
、
線
か

ら
面
へ
と
、
地
域
の
防
災
強
靱

化
を
目
指
し
て
、
市
内
全
小
・

中
学
校
で
避
難
訓
練
や
防
災
学

習
の
統
一
的
な
指
導
実
践
の
展

開
を
図
っ
た
。

③
職
を
辞
し
て
か
ら

　

日
赤
福
島
県
支
部
の
防
災
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
指
導
ス
タ
ッ
フ

の
一
員
と
し
て
、
県
内
各
小
・

中
学
校
で
、
日
赤
制
作
の
青
少

年
赤
十
字
防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
ま
も
る
い
の
ち　

ひ
ろ
め

る
ぼ
う
さ
い
」
の
指
導
実
践
に

携
わ
る
。
子
ど
も
達
が
防
災
の

正
し
い
知
識
と
行
動
力
を
身
に

つ
け
、
高
い
防
災
意
識
が
育
つ

よ
う
指
導
支
援
に
努
め
て
い

る
。

・
日
赤
奉
仕
団
指
導
講
師
、
Ｊ

Ｒ
Ｃ
賛
助
奉
仕
団
員
と
し

て
、
各
地
区
赤
十
字
奉
仕
団

の
研
修
の
手
助
け
や
各
小
・

中
学
校
で
の
Ｊ
Ｒ
Ｃ
活
動
の

支
援
に
携
わ
っ
て
い
る
。

・
防
災
士
と
し
て
、
地
域
の
防

災
意
識
の
高
揚
に
繋
げ
る
地

区
防
災
訓
練
の
企
画
・
運
営

に
携
わ
っ
て
い
る
。

・
防
災
学
習
交
流
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
学
習
院

女
子
中
・
高
等
科
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
部
と
継
続
的
な
学
び

に
関
わ
る
。
震
災
を
知
ら
な

い
未
来
を
担
う
子
ど
も
達

に
、
東
日
本
大
震
災
の
惨
劇

と
、
そ
こ
か
ら
得
た
教
訓
や

災
害
へ
の
備
え
等
に
つ
い
て

語
り
伝
え
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
自
分
は
ど
う
生
き

る
か
。
生
か
さ
れ
た
命
を
無
駄

に
せ
ず
、
誰
か
の
役
に
立
つ
活

動
を
無
理
な
く
無
理
せ
ず
、「
お

も
い
」
を
「
重
い
」
に
な
ら
ぬ

よ
う
語
り
広
げ
る
活
動
を
、
地

道
に
未
来
（
あ
す
）
も
続
け
て

い
き
た
い
と
思
う
。

　
『
永
遠
の
今
を
夢
中
に
生
き

る
！
』
と
心
に
刻
ん
で
。
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大　会　宣　言
　私たち福島県公立学校退職校長会は、創立以来、先人の教育に寄せる熱い思いと献身的な取組を継承
して60年を超える歴史を重ねて来た。この間、自らの生活の向上、地域社会の進展、そして本県教育振
興発展のため様々な取組を行ってきた。
　しかしながら、東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所事故によって、私たちの生活は大き
く様変わりし15年が経過した。落ち着いた生活ができるようになってきてはいるが、それでも被災地区
においては、現在もなお事故収束と復興・創生への遠い道のりが続いている。私たちは、「双葉の灯を
消さない」よう、今後とも本会を挙げてふくしまの復興・創生の支援活動を続けともに進んでいきたい。
　このような中にあって、私たちは本会の存在意義を改めて見つめ直し、組織のもつ力を活かすととも
に、これまで積み重ねてきた会員一人一人の経験と知恵を活かし、子どもたちの教育環境の充実、学校
支援と、持続可能な地域の人材育成のための教育推進に努めているところである。また、感染症の予防
に留意しながら、本会並びに各支部活動を展開している。
　ここに、第60回福島県公立学校退職校長会西白河大会の開催にあたり、下記事項の実現に向け、その
決意を宣言するものである。

記

一　ふくしまの復興・創生に向けて社会貢献活動に積極的に協力し、一人一人が生きがいを持って生活
することができるように努める。
一　さらなる魅力ある会を目指して組織の拡充を図るとともに、本会ホームページ等の情報や各支部活
動のよさに学び、支部活動を充実させ、会員同士の触れ合いや支え合いを一層深めるよう努める。
一　未来を担う子どもたちの地域のよさの学びを通して、持続可能な地域を担う人材育成のための教育
の推進と教育環境の一層の整備充実について、県並びに市町村教育委員会や関係機関、学校等への働
きかけの強化に努める。
一　退職後の生活の再建・安定のために、年金生活が保障され、保険・医療・福祉等の制度がより充実
されるよう、関係団体と連携しながら要望活動に努める。
一　感染症の予防に留意して、会員は率先して動き、歩き、笑い、心身を鍛え、健康長寿を目指すよう
努める。

　　　令和８年６月９日
� 第60回　福島県公立学校退職校長会西白河大会

大
会
風
景

講　　演講　　演 参加者のみなさん参加者のみなさん 受　　付受　　付

交 流 の 様 子交 流 の 様 子
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福
島
県
公
立
学
校
退
職
校

長
会
は
、
本
県
並
び
に
我
が

国
の
教
育
の
振
興
、
恩
給
・

年
金
の
ス
ラ
イ
ド
制
の
確

立
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
同

志
の
団
結
を
目
的
に
会
員
三

百
八
十
六
名
に
よ
り
昭
和
四

十
年
四
月
九
日
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
設
立
総
会
直

後
の
五
月
に
記
念
す
べ
き

「
福
島
県
退
職
校
長
会
会

報
」
と
し
て
「
広
報
誌
第
一

号
」
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
の
出
来
事
と
し
て
敬
老

の
日
・
体
育
の
日
の
制
定
、

我
が
国
の
総
人
口
が
一
億
人

を
突
破
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の
連

続
ド
ラ
マ
は
「
お
は
な
は

ん
」。
今
で
も
主
人
公
と

テ
ー
マ
曲
が
脳
裏
に
よ
み
が

え
っ
て
き
ま
す
。

　
「
広
報
誌
」
は
当
初
年
二

回
の
発
行
で
昭
和
四
十
六
年

こ
ろ
か
ら
年
三
回
の
発
行
と

な
り
、
第
三
七
号
か
ら
「
松

風
」
と
な
り
ま
し
た
。
平
成

十
七
年
か
ら
は
Ａ
４
版
に
改

訂
、
平
成
二
十
一
年
度
に
は

年
間
四
回
の
発
行
に
な
り
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。「
松

風
」
と
い
う
題
字
は
会
員
か

ら
募
集
し
た
も
の
を
筆
耕
し

て
い
た
だ
い
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。
こ
の
た
び
、「
広
報

誌　

会
報　

松
風
」
が
め
で

た
く
節
目
の
二
〇
〇
号
を
数

え
ま
し
た
。
諸
先
輩
の
御
労

苦
と
関
係
す
る
皆
様
に
衷
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

広
報
誌
「
松
風
」
は
、
県

事
務
局
と
各
支
部
そ
し
て
会

員
二
千
二
百
余
名
の
皆
様
と

を
繋
ぐ
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
だ
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
会
員
同
士

の
交
流
を
図
る
た
め
、
い
か

に
タ
イ
ム
リ
ー
で
有
益
な
記

事
を
会
員
の
皆
様
に
お
届
け

す
る
か
、
図
や
写
真
を
多
く

し
て
見
や
す
く
、
わ
か
り
や

す
く
、
読
み
や
す
い
よ
う
に

広
報
部
が
中
心
と
な
り
、
発

刊
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
こ

数
年
、
新
入
会
員
の
入
会
率

が
下
が
り
、
会
費
収
入
も
頭

打
ち
、
減
少
し
て
き
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
加
え
、
会
報
印

刷
費
の
高
騰
、
郵
送
料
の
高

騰
等
が
追
い
打
ち
を
掛
け
、

各
支
部
へ
の
郵
送
や
会
員
の

皆
様
へ
の
配
達
も
各
支
部
の

皆
様
の
ご
協
力
に
甘
え
て
い

る
の
が
現
状
で
、
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
皆
様
に
感
謝
の

意
を
表
し
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
本
県
は
、
東

北
地
区
退
職
校
長
会
協
議
会

の
事
務
局
と
し
て
「
東
北
地

区
情
報
」
も
発
行
し
て
い
る

た
め
、
予
算
や
広
報
部
の
負

担
を
考
慮
し
「
松
風
」
の
発

行
を
年
三
回
に
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
令
和
九
年

は
、
新
入
会
員
の
入
会
率
を

飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
、「
松

風
」
発
行
を
年
四
回
と
考
え

て
い
ま
す
。「
松
風
」
創
刊

二
〇
〇
号
を
め
で
た
く
迎
え

た
今
、
会
員
増
へ
の
総
力
を

挙
げ
た
取
組
こ
そ
が
活
動
の

充
実
に
直
結
し
ま
す
の
で
各

支
部
長
様
を
は
じ
め
会
員
の

皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広
報
誌
　会
報
「
松
風
」

広
報
誌
　会
報
「
松
風
」

��

第
二
〇
〇
号
発
行
に
あ
た
っ
て

第
二
〇
〇
号
発
行
に
あ
た
っ
て

福
島
県
公
立
学
校
退
職
校
長
会

福
島
県
公
立
学
校
退
職
校
長
会

��

会
長　
会
長　

福　
士　
寛　
樹

福　
士　
寛　
樹

「松風」200号までの歩み（10号ごとに）
号 発　行　日 主　　　な　　　記　　　事　　　　等
１ 昭和40年５月 創立総会の様子、設立経過報告、会則等　（１～36号まで福島県退職校長会会報）� ※Ｂ５判
10 昭和44年10月20日 就職促進協議会の活動、恩給陳情、昭和44年度本会・支部の役員
20 昭和48年12月１日 特集号－支部展望（本会の歴史、16支部の計画・活動状況）�※23号：特集号創立十周年記念
30 昭和52年10月１日 福島県教職員互助会新規加入条件大幅改定　（37号から会報を公募による「松風」に変更）
40 昭和56年３月20日 第４回理事会、56年度の恩給・年金改善案について、支部だより
50 昭和59年７月20日 第二十回福島県公立学校退職校長会郡山大、対県陳情の内容、各支部クラブ活動の実態
60 昭和62年12月20日 税制改革によって年金所得はどのように変わるか、わが支部の特色あるクラブ活動
70 平成２年７月20日 第二十六回福島県公立学校退職校長会保原大会、私の生きがい、陳情要望
80 平成４年11月20日 臨時号「生涯学習はどのようにおこなわれているか」
90 平成７年７月20日 第31回福島県公立学校退職校長会会津若松大会
100 平成10年７月20日 第34回二本松大会、会報「松風」100号の発行に寄せて、随想
110 平成13年７月20日 第37回大熊大会、趣味と生きがい
120 平成16年11月20日 「本会設立40年に思う」、第32回東北地区協議会総会福島開催、要望活動報告
130 平成20年２月28日 退職後の生活（再就職等）に関する調査報告－第３年次－� ※122号からＡ４判
140 平成22年11月22日 郷土紹介、随想、クラブ紹介、趣味と生きがい、教育懇談会

※142 平成23年８月23日 東日本大震災特集号（被災・避難会員の声、応援・お見舞い、対応措置等）
� （※平成23年３月東日本大震災・原発事故発生）

150 平成25年８月22日 第49回東白川大会特集号（講演、体験発表、大会宣言）
160 平成28年２月23日 郷土紹介、随想、趣味と生きがい、全連退創設五十年、事務局だより
170 平成30年８月28日 相馬大会特集号（講演、体験発表、大会宣言）

180 令和３年６月14日 「厳しい社会状況の中で健やかに、しなやかに」、評議員会報告、論壇
� （※平成２年新型コロナウイルス感染症発生）

190 令和５年11月27日 郷土の祭り紹介、要望活動・懇談会、論壇、随想、趣味と生きがい、特色あるクラブ活動
200 令和８年10月27日 第60回西白河大会特集（講演、体験発表、大会宣言）、「松風」第200号特集

会
報
「
松
風
」

第
二
〇
〇
号
特
集
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編

集

後

記

　

こ
の
た
び
、
記
念
す
べ
き
会
報

「
松
風
」
第
二
〇
〇
号
を
発
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
会
創
設
以
来
、
会
報
を
通
し

て
、
様
々
な
情
報
や
活
動
状
況
を

会
員
の
皆
様
と
共
有
し
て
参
り
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
の
都
度
会
報
の

ほ
か
に
号
外
や
特
集
を
組
ん
で
、

適
宜
知
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

　

第
一
号
～
第
一
九
九
号
ま
で
改

め
て
目
を
通
し
て
み
る
と
、
諸
先

輩
方
の
当
時
の
優
れ
た
活
動
の
様

子
や
考
え
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
本
会
の
充
実
・
発
展

の
た
め
、
会
報
発
行
を
継
続
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
ぬ
く
も
り
基
金
」の
創
設

「
ぬ
く
も
り
基
金
」の
創
設

顧
　
問

�

小
野
　
孝
雄

　

東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故

に
よ
り
、
多
く
の
会
員
が
県
内

外
に
避
難
し
、
双
葉
支
部
も
存

続
が
危
ぶ
ま
れ
る
中
、「
双
葉

の
灯
は
消
さ
な
い
」
を
合
言
葉

に
苦
し
い
運
営
が
続
い
た
。

　

平
成
二
十
六
年
四
月
、
秋
田

県
退
職
校
長
会
の
会
長
ら
三
名

が
本
県
を
訪
れ
、
会
員
か
ら

募
っ
た
支
援
金
百
三
十
万
円
を

「
本
会
の
再
建
に
役
立
て
て
ほ

し
い
」
と
託
さ
れ
た
。
被
災
地

を
案
内
し
た
際
、「
生
活
の
匂

い
や
色
彩
が
な
い
」、「
津
波
と

放
射
能
の
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
だ
」

と
の
言
葉
が
胸
に
深
く
刻
ま

れ
、
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

　

支
援
金
は
「
ぬ
く
も
り
基

金
」
と
名
付
け
、
今
日
ま
で
活

動
の
力
と
な
っ
て
い
る
。
秋
田

の
皆
様
へ
の
感
謝
は
今
も
変
わ

会
報
「
松
風
」

第
二
〇
〇
号
特
集

ら
な
い
。
温
か
な
善
意
は
、
困

難
の
中
で
私
た
ち
を
支
え
続

け
、
今
も
深
い
感
謝
の
思
い
を

抱
い
て
い
る
。

激
動
の
事
務
局
入
局
初
年
と

激
動
の
事
務
局
入
局
初
年
と

会
報
「
松
風
」

会
報
「
松
風
」

顧
　
問

�

室
井
　
君
男

　

原
発
事
故
が
発
生
し
た
三
月

末
、
車
田
会
長
か
ら
「
大
学
の

方
は
当
分
再
開
で
き
な
い
だ
ろ

う
か
ら
、
そ
れ
ま
で
事
務
局
員

を
や
っ
て
く
れ
。」
と
の
電
話

が
あ
っ
て
、
県
の
事
務
局
に
入

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

四
月
当
初
か
ら
、
組
織
の
再

建
を
図
る
た
め
の
会
議
が
続
く

中
、「
東
北
地
区
協
議
会
秋
田

大
会
に
お
前
が
行
っ
て
発
表
し

て
こ
い
。」
と
の
命
を
受
け
た
。

　

何
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
秋

田
で
の
発
表
の
日
を
迎
え
る
こ

と
と
な
っ
た
が
、
放
射
能
禍
に

よ
る
過
酷
な
状
況
や
会
存
続
の

危
機
的
状
況
等
に
つ
い
て
発
表

す
る
と
、
皆
、
一
様
に
驚
い
た
。

特
に
、
会
長
の
「
会
報
は
会
員

の
心
を
繋
ぎ
連
帯
意
識
を
醸
成

す
る
も
の
だ
か
ら
、
こ
の
事
業

は
継
続
し
よ
う
。」
の
言
葉
で

発
行
さ
れ
た
「
東
日
本
大
震
災

特
集
号
・
松
風
」
を
読
ん
で
、

涙
す
る
方
も
い
た
。

　

こ
れ
を
機
に
、
車
田
会
長
は

東
北
各
県
か
ら
、「
フ
ク
シ
マ

は
、
今
」
と
題
し
て
講
演
依
頼

を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
ま
さ

に
、
会
報
に
秘
め
ら
れ
た
力
が

発
揮
さ
れ
た
瞬
間
で
も
あ
っ
た
。

松
風
と
駿
台
雑
話

松
風
と
駿
台
雑
話

顧
　
問

�

佐
藤
俊
市
郎

　
「
松
風
」
第
二
〇
〇
号
の
発

刊
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

私
は
昭
和
四
十
七
年
に
教
諭

採
用
さ
れ
、
昭
和
、
平
成
、
令

和
と
約
四
十
年
間
幾
多
の
教
育

事
情
の
変
遷
を
潜
り
抜
け
て
来

た
。
二
十
一
世
紀
初
頭
ま
で

は
、
保
護
者
や
地
域
社
会
、
先

輩
諸
兄
等
の
啓
発
・
支
援
が
在

り
、
教
育
実
践
が
苦
で
は
な

か
っ
た
。
だ
が
、
東
日
本
大
震

災
等
以
降
頃
か
ら
か
、
教
育
環

境
に
著
し
い
変
化
が
顕
在
化
し

て
来
た
。
中
で
も
特
に
、
管
理

職
の
学
校
経
営
に
大
き
な
影
を

落
と
し
、
そ
れ
ら
の
苦
悩
を

時
々
耳
に
し
て
来
た
。
こ
れ
ら

の
難
し
い
状
況
に
在
っ
て
、「
松

風
」
を
拝
受
拝
読
す
る
度
に
、

室
鳩
巣
の
「
駿
台
雑
話
の
『
老

僧
と
接
ぎ
木
』」
を
思
い
起
こ

す
。
こ
の
訓
諭
は
本
会
の
存
在

意
義
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

　

会
報
配
信
の
価
値
は
大
き

い
。
毎
号
が
楽
し
み
で
あ
る
。

継
続
は
力
な
り
。
担
当
者
に
感

謝
す
る
。

会報第１号より

「松風」第100号より「松風」第100号より


